
② 長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

確認テスト60%、検定結果20%、授業態度・学習意欲20％（課題提出、出席

状況含む）

成績評価基準は、A(90点以上)・B(70点以上)・C(50点以上)・D(50点未満)と

する。

計算力向上が重要なため、指定された問題は必ず解くこ

と。

課題とされた問題は遅滞なく確実に提出すること。

実務経験教員の経歴 －

100～102 問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える

総合問題（精算表）

補助プリントを利用し、日商簿記3級論点について講義と問

題演習を行う

103～105
問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える

総合問題（T/B、P/L・B/S）

補助プリントを利用し、日商簿記3級論点について講義と問

題演習を行う

94～96 問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える

商品有高帳、固定資産台帳、法人税

確認テスト14回。補助プリントを利用し、日商簿記３級論

点について講義と問題演習を行う

97～99 問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える

伝票、経過勘定、繰越利益剰余金

補助プリントを利用し、日商簿記３級論点について講義と

問題演習を行う

88～90 伝票（3伝票制、一部現金取引）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

91～93 伝票（総勘定元帳への転記、掛元帳への転記）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

82～84 税金（法人税等、消費税）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

85～87 証憑による処理（請求書、出張報告書、当座勘定照合表）
確認テスト13回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

76～78 損益計算書・貸借対照表（問題演習）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

79～81 株式の発行（資本について、設立、増資）、剰余金の配当と処分
確認テスト12回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

70～72 帳簿の締切（英米式決算）
確認テスト11回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

73～75 損益計算書・貸借対照表（作成手順と問題演習）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

64～66 決算整理後残高試算表（作成手順と問題演習）
確認テスト10回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

67～69 精算表（作成手順と問題演習）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

58～60 決算整理（減価償却、減価償却している固定資産の売却）
確認テスト９回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

61～63 決算整理（経過勘定項目）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

52～54 決算整理（売上原価）
確認テスト８回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

55～57 決算整理（貸倒、貸倒の見積もり、引当金）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

46～48 現金過不足（期中取引、決算整理）
確認テスト７回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

49～51 租税公課、貯蔵品、当座借越
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

40～42 試算表（合計残高試算表、明細表、作成手順と問題演習）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

43～45 試算表（合計試算表、作成手順と問題演習）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

34～36 有形固定資産（購入、売却、賃借、修繕・改良）
確認テスト５回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

37～39 仮払金・仮受金、給与（預り金、立替金）、訂正仕訳
確認テスト６回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

28～30 補助簿（現金出納帳、仕入帳、売上帳、手形記入帳）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

31～33 電子記録債権・債務、貸付金・借入金
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

22～24 小口現金（インプレスト・システム、小口現金出納帳）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

25～27 クレジット売掛金、手形取引（約束手形、手形貸付・借入金）
確認テスト４回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

16～18 商品売買Ⅱ（商品有高帳（移動平均法、先入先出法）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

19～21 現金・預金（現金、当座預金、当座借越、普通預金、定期預金）
確認テスト３回。テキストに沿って説明。トレーニングに

よる問題演習と解説。

10～12 商品売買（手付金、内金、商品券）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

13～15 商品売買Ⅱ（返品、諸掛り、立替金、売掛金・買掛金元帳）
確認テスト2回。テキストに沿って説明。トレーニングによ

る問題演習と解説。

4～6 日常の手続き（試算表の作成、純損益の計算）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

7～9 商品売買（分記法、三分法、掛け取引）
確認テスト1回。テキストに沿って説明。トレーニングによ

る問題演習と解説。

時間数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1～3
簿記の基礎（基礎的事項、損益計算書、貸借対照表、記帳のルー

ル）、日常の手続き（仕訳、勘定記入の方法）

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解

説。

授業概要、目的、

授業の進め方

　基本的な商業簿記を習得し、小規模企業における企業活動や会計実務を踏まえた経理関連書類の処理を学

ぶ。日商簿記検定３級または全経簿記3級商業簿記合格レベルの知識と計算力を身に付けることを目的とす

る。

　各分野についてテキストに沿って説明を行うとともに、例題やトレーニングの練習問題を利用して問題演習

と解説を実施する。また、補助プリントを配付して計算能力の向上を図る。

学習目標

（到達目標）

日商簿記検定３級および全経簿記3級商業簿記検定の取得が可能となるような知識と計算力を身に付ける。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料

日商簿記3級合格テキスト（ＴＡＣ）

日商簿記3級合格トレーニング（ＴＡＣ）

必修・選択 必修 単位数 7 時間数 105

商業簿記基礎

担当教員 山口　昌一 －

対象学科 情報大学科 対象学年 1 開講時期 前期



② 長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

実務経験教員の経歴 －

58～60
検定直前の論点整理 講義と演習により、重要論点について再確認する

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

答案練習結果60%、検定結果20%、授業態度・学習意欲（課題提出、出席状

況含む）20％

成績評価基準は、A(80点以上)・B(60点以上)・C(40点以上)・D(40点未満)と

する。

計算力向上が重要なため、指定された問題は必ず解くこ

と。

課題とされた問題は遅滞なく確実に提出すること。

52～54
日商簿記３級商業簿記　答練➉　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

（ネット受験対策を兼ねる）

55～57
日商簿記３級商業簿記　答練⑪　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

（ネット受験対策を兼ねる）

46～48
日商簿記３級商業簿記　答練➇　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

49～51
日商簿記３級商業簿記　答練➈　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

40～42
全経簿記３級商業簿記　答練➄➅　問題演習と解説 全経簿記3級実際の検定と同様の形式模擬試験を実施し、解説を

行う。

43～45
全経簿記３級商業簿記　答練➆➇　問題演習と解説 全経簿記3級実際の検定と同様の形式模擬試験を実施し、解説を

行う。

34～36
全経簿記３級商業簿記　答練➀➁　問題演習と解説 全経簿記3級実際の検定と同様の形式模擬試験を実施し、解説を

行う。

37～39
全経簿記３級商業簿記　答練➂④　問題演習と解説 全経簿記3級実際の検定と同様の形式模擬試験を実施し、解説を

行う。

28～30
日商簿記３級商業簿記　答練➆　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

（ネット受験対策を兼ねる）

31～33
全経簿記３級商業簿記　検定対策授業

全経簿記特融の論点について理解を深める

補助プリントを利用し、全経簿記３級特有の論点について

講義と問題演習を行う

22～24
答案練習➀～➄で履修した内容に関する再確認 講義と演習により、重要論点について再確認する

25～27
日商簿記３級商業簿記　答練➅　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

（ネット受験対策を兼ねる）

16～18
日商簿記３級商業簿記　答練➃　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

19～21
日商簿記３級商業簿記　答練➄　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

10～12
日商簿記３級商業簿記　答練➁　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

13～15
日商簿記３級商業簿記　答練➂　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

4～6 問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える 補助プリントを利用し、日商簿記３級論点について講義と

問題演習を行う

7～9 日商簿記３級商業簿記　答練①　問題演習と解説 実際の検定と同様の形式で模擬試験を実施し解説を行う

時間数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1～3 問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える 補助プリントを利用し、日商簿記３級論点について講義と

問題演習を行う

授業概要、目的、

授業の進め方

　商業簿記について、基礎的な知識と計算力（日商簿記検定３級合格レベル）を身に付けることを目的とす

る。

　『商業簿記基礎』で履修した知識を基に、検定レベルの問題演習と解説を繰り返すことで知識の定着と計

算能力の向上を図る。また、検定試験特有の論点についても学ぶ。

学習目標

（到達目標）

日商簿記検定３級合格が目標。日商簿記３級または全経簿記3級合格レベルの知識と計算能力を身に付ける。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料

日商簿記３級模擬試験問題集（ネットスクール）

簿記能力検定試験過去問題集　３級商業簿記（全国経理教育協会）

60時間

商業簿記基礎演習

担当教員 山口　昌一 －

対象学科 情報大学科 対象学年 1 開講時期 前期

必修・選択 必修 単位数 4 時間数



② 長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

37～40 問題集　サンプル問題 Word3級問題集素材内にあるサンプル問題を行う。

41～45 Word3級まとめ 試験に向け苦手部分を中心とした反復練習を行う。

22～31 問題集　練習問題1～3 Word3級問題集の練習問題1～3を行う。

32～36 問題集　模擬問題1～7 Word3級問題集の模擬問題を行う。

16～19 クイックマスターChapter7 図形や画像を使った文書の作成 図形の作成、挿入、編集を行う。

20～21 クイックマスター　総合学習問題 クイックマスターのまとめとして練習問題を解く。

9～12 クイックマスターChapter5 文書の作成 例題としてのビジネス文書を作成する。

12～15 クイックマスターChapter6 表を使った文書の作成 表の作成方法を学ぶ。

4～6 クイックマスターChapter3 文書の編集 ページの書式設定を行う。

7～8 クイックマスターChapter4 文字の印刷 ページの印刷と設定方法。

2 クイックマスターChapter1 Wordの基本 基本的なWordの操作方法、ボタンの説明。

3～4 クイックマスターChapter2 文字の入力と編集の基本操作 文字の入力、変換、文字列のコピーや貼り付けについて。

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 Wordの進め方についての説明 パソコンの基本操作や授業の進め方の説明。

授業概要、目的、

授業の進め方

1.Wordを使った文書作成を行う。

2.授業の初めに必ず速度計測を行いキータイピングに慣れる。

3.Word3級取得を目指す。

学習目標

（到達目標）

1.MicrosoftWordの操作技能を修得する

2.ビジネス文書を作成できるようになる。

3.サーティファイ主催Word検定3級を取得する。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料

ウイネット　Word2021クイックマスター基本

サーティファイ　Word文書処理技能認定試験 3級問題集(2021対応)

45

Word基礎演習

担当教員 若井　彩香 無

対象学科 情報大学科 対象学年 1 開講時期 前期

必修・選択 必修 単位数 3 時間数



実務経験教員の経歴 －

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

検定結果70%、課題15％、学習意欲15％

成績評価基準は、A(80点以上)・B(60点以上)・C(41点以上)・D(40点以下)

とする。

まずサーティファイ主催のWord検定３級の学習と試験を行い

Wordそのものの基本動作に慣れ、その後MOSの対策を行いより

高度な知識と技術の取得を目指す。



長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

Word3級問題集素材内にあるサンプル問題を行う。

試験に向け苦手部分を中心とした反復練習を行う。

Word3級問題集の練習問題1～3を行う。

Word3級問題集の模擬問題を行う。

図形の作成、挿入、編集を行う。

クイックマスターのまとめとして練習問題を解く。

例題としてのビジネス文書を作成する。

表の作成方法を学ぶ。

ページの書式設定を行う。

ページの印刷と設定方法。

基本的なWordの操作方法、ボタンの説明。

文字の入力、変換、文字列のコピーや貼り付けについて。

学習方法・準備学習・備考

パソコンの基本操作や授業の進め方の説明。

1.Wordを使った文書作成を行う。

2.授業の初めに必ず速度計測を行いキータイピングに慣れる。

3.Word3級取得を目指す。

1.MicrosoftWordの操作技能を修得する

2.ビジネス文書を作成できるようになる。

3.サーティファイ主催Word検定3級を取得する。

ウイネット　Word2021クイックマスター基本

サーティファイ　Word文書処理技能認定試験 3級問題集(2021対応)

45

Word基礎演習

無

前期



－

履修上の注意

まずサーティファイ主催のWord検定３級の学習と試験を行い

Wordそのものの基本動作に慣れ、その後MOSの対策を行いより

高度な知識と技術の取得を目指す。



② 長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

実務経験教員の経歴 －

検定結果70%、課題15％、学習意欲15％

成績評価基準は、A(80点以上)・B(60点以上)・C(41点以上)・D(40点以下)

とする。

Excelの基本操作を学習し、サーティファイ主催Ｅｘｃｅｌ表計算

処理技能認定試験３級の合格を目指す。

36～45 問題集　模擬問題1～7 Excel3級問題集の模擬問題を行う。P22～P63

履修上の注意評価方法・成績評価基準

27～29 クイックマスター　総合学習問題
クイックマスターのまとめとして練習問題を解く。P214

～217

30～35 問題集　練習問題1～3 Excel3級問題集の練習問題1～3を行う。P2～P19

19～24 クイックマスターChapter7　関数
統計関数、数学、三角関数、論理関数、日付関数を学ぶ。

P158～190

25～26 クイックマスターChapter8　データベース機能 リストの管理や並べ替えを学ぶ。P192～P212

13～16 クイックマスターChapter5 グラフと図形の作成 グラフと図形を作成する。P104～140

17～18 クイックマスターChapter6 ブックの利用と管理
ワークシートの管理とウィンドウの操作を学ぶ。P142～

P155

7～10 クイックマスターChapter3 表の編集 罫線の設定やセルの書式設定を理解する。P58～P84

11～12 クイックマスターChapter4 ブックの印刷 ページの印刷と設定方法を理解する。P86～102

2～3 クイックマスターChapter1 Excelの基本 基本的なExcelの操作方法、ボタンの説明。P2～P22

4～6 クイックマスターChapter2 データの編集
新規ブックの作成やデータの入力などを理解する。P24～

P56

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 Excelの進め方についての説明 パソコンの基本操作や授業の進め方の説明。

授業概要、目的、

授業の進め方

1.Excelを使った文書作成を行う。

2.サーティファイ主催Ｅｘｃｅｌ表計算処理技能認定試験３級の合格を目指す。

学習目標

（到達目標）

1.MicrosoftExcelの操作技能を修得する2.テキストの例題、演習問題を通して、ワークシートの作成、グラ

フ、データベース機能を学び活用能力を習得する。3.サーティファイ主催Ｅｘｃｅｌ検定３級を取得する。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料

ウイネット　Excelクイックマスター基本

サーティファイ　Excel表計算処理技能認定試験 3級問題集

45時間

Excel基礎演習

担当教員 吉澤　裕和 無

対象学科 情報大学科 対象学年 1 開講時期 前期

必修・選択 必修 単位数 3 時間数



② 長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

検定結果70%、課題15％、学習意欲15％

成績評価基準は、A(80点以上)・B(60点以上)・C(41点以上)・D(40点以下)と

する。

まずサーティファイ主催のWord検定３級の学習と試験を行いWord

そのものの基本動作に慣れ、その後MOSの対策を行いより高度な

知識と技術の取得を目指す。

実務経験教員の経歴 －

履修上の注意評価方法・成績評価基準

43～45 MOS　まとめ
試験対策としてこれまでの内容を反復し模擬試験では間違

えたところを再度復習する。

30～36 MOS　グラフィック要素の挿入と書式設定 グラフィック要素の挿入や書式設定を学ぶ。

37～42 MOS　第1回～第5回模擬試験、解説 テキスト付属CD-ROM内の模擬問題で試験対策を行う。

16～22 MOS　表やリストの作成 表やリストの作成方法を学ぶ。

23～29 MOS　参考資料の作成と管理 参考資料の作成や管理を学ぶ。

2～8 MOS　文書の作成と管理 文書の作成、書式設定を学ぶ。

9～15 MOS　文字、段落、セクションの書式設定 文書内の細かな書式設定を学ぶ。

回数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 MOS　試験対策、範囲についての説明 MOS試験についての説明

授業概要、目的、

授業の進め方
1.MOS取得を目指す。

学習目標

（到達目標）

1.MicrosoftWordの操作技能を修得する

2.MOSを取得する。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
MOSWord365テキスト＆問題集

45

Word応用演習

担当教員 若井　彩香 無

対象学科 情報大学科 対象学年 1 開講時期 前期・後期

必修・選択 必修 単位数 3 時間数



② 長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

１ 4

5 - 14

15 - 24

25 - 29

30 - 33

34 - 37

38 - 42

43 - 45

実務経験教員の経歴

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

検定結果70%、課題15％、学習意欲15％

評価基準：Ａ（科目の理解、授業態度が優秀な者）Ｂ（科目の理解および授業

態度が良好な者）Ｃ（科目の理解および授業態度がやや劣る者）Ｄ（科目の理

解および授業態度が著しく劣る者または出席率が80%未満の者）

単元ごとに課題を実施し提出してください。

出席率80%未満の場合は、追試の受験対象となりますので、授業

には必ず出席し、すべての課題を提出してください。

MOS　グラフやオブジェクトの作成
グラフの作成、書式設定、オブジェクトの挿入、書式設定

を行う。P200～P249

MOS　第1回～第5回模擬試験 テキスト付属CD-ROM内の模擬問題で試験対策を行う。

MOS　まとめ
試験対策としてこれまでの内容を反復し模擬試験では間違

えたところを再度復習する。

MOS　セルやセル範囲のッデータの管理
セルやセル範囲のデータの鼠入、書式設定、データの整理

を学ぶ。P96～P149

MOS　テーブルの作成
テーブルの作成、管理、スタイルの適用、レコードの抽

出、並べ替えを学ぶ。P150～P171

MOS　数式や関数を利用した演算の実行
関数を使用したデータの集計、数式の作成、セル参照、条

件付きの計算の実行、書式設定を行う。P172～P199

MOS　ワークシートやブックの作成と管理
ワークシートの作成と編集、ウィンドウとブックの操作を

行う。P26～P95

授業概要、目的、

授業の進め方

１．Ｅｘｃｅｌを利用した表計算ソフトの操作を実習する。

２．テキストの例題、演習問題を通して、ワークシートの作成、グラフ、データベース機能を学び、活用能

力を習得する。

学習目標

（到達目標）

１，Ｅｘｃｅｌを使用してワークシートの作成、グラフ、データベース機能を活用することができる。

２．MOS取得を目指す。

テキスト・教材・参考

図書・その他資料
ＭＯＳＥｘｃｅｌ３６５対策テキスト＆問題集

コマ 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

MOS　試験対策、範囲についての説明 MOS試験についての説明

45

Ｅｘｃｅｌ応用演習

担当教員 清水　笙子 無

対象学科 情報大学科 対象学年 1 開講時期 後期

必修・選択 必修 単位数 3 コマ数



② 長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

実務経験教員の経歴 －

118～120
問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える 補助プリントを利用し、日商簿記２級論点について講義と問題演

習を行う

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

確認テスト60%、検定結果20%、授業態度・学習意欲（出席状況、課題提出

状況含む）20％

成績評価基準は、A(90点以上)・B(70点以上)・C(50点以上)・D(50点未満)

とする。

計算力向上が重要なため、指定された問題は必ず解くこ

と。

課題とされた問題は遅滞なく確実に提出すること。

112～114
問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える 確認テスト13回。補助プリントを利用し、日商簿記２級論点につ

いて講義と問題演習を行う

115～117
問題演習でアウトプット力を身に付け答案練習に備える 補助プリントを利用し、日商簿記２級論点について講義と問題演

習を行う

106～108 連結財務諸表の総合問題
確認テスト12回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

109～111 連結財務諸表の総合問題 テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

100～102 連結会計Ⅳ　連結株主資本等変動計算書を作成する場合
確認テスト11回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

103～105 　（連結株主資本等変動計算書を作成する場合） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

94～96 連結会計Ⅲ　成果連結
確認テスト10回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

97～99
連結会計Ⅲ　連結精算表の作成、非償却資産の売買に関する未実

現利益の消去
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

88～90 連結会計Ⅱ　資本連結（支配権獲得後2期目以降） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

91～93 　（資本連結　支配権獲得後2期目以降） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

82～84 連結会計Ⅰ　資本連結
確認テスト9回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

85～87 連結会計Ⅱ　資本連結（支配権獲得後） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

76～78 本支店会計 テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

79～81 合併、事業譲渡 テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

70～72 収益の認識基準 テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

73～75 本支店会計 テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

64～66 決算手続　（損益計算書、貸借対照表） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

67～69 決算手続　（精算表） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

58～60 決算手続　（残高試算表）
確認テスト８回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

61～63 決算手続　（損益勘定、残高勘定） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

52～54
剰余金の配当と処分（利益剰余金の配当、資本剰余金の配当、当

期純損失）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

55～57 株主資本の計数の変動、株主資本等変動計算書 テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

46～48 税効果会計 テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

49～51 株式の発行（資本について、設立、増資、株式申込証拠金）
確認テス7回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

40～42 外貨換算会計（取引発生時、決済時、決算時、為替予約） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

43～45 税金（法人税等、消費税、税込方式・税抜方式）、税効果会計
確認テスト6回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

34～36
無形固定資産、ソフトウェア、研究開発費、引当金（貸倒引当

金）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

37～39 引当金（修繕引当金、退職給付引当金、その他の引当金）
確認テスト5回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

28～30 有形固定資産（買換え、臨時損失、圧縮記帳） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

31～33
リース会計（ファイナンス・リース、オペレーティング・リー

ス）

確認テスト4回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

22～24 有形固定資産（購入、減価償却、定率法、生産高比例法、売却）
確認テスト3回。

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

25～27
有形固定資産（割賦購入、建設仮勘定、改良・修繕、除却・廃

棄）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

16～18 有価証券（分類、株式の購入・売却、債券の購入・売却・利息）
確認テスト2回

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

19～21
有価証券（期末評価、切放法・洗替法、満期保有目的債券、子会

社株式等）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

10～12 債権・債務（クレジット売掛金、手形の裏書、手形の割引） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

13～15
債権・債務（手形の更改、営業外手形、電子記録債権・債務、債

務保証）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

4～6 商品売買（返品・割戻、計上基準、期末評価、値入率・原価率） テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

7～9 現金及び預金（現金過不足、銀行勘定調整表）
確認テスト1回

テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

時間数 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1～3
導入。財務諸表（様式、表示区分）。商品売買（三分法、売上原

価対立法、分記法）
テキストに沿って説明。トレーニングによる問題演習と解説。

授業概要、目的、

授業の進め方

　高度な商業簿記を修得し、財務諸表の数字から経営内容を把握できるなど、企業活動や会計実務を踏まえ

適切な処理や分析を行うことができるレベルを目指す。具体的には、日商簿記検定２級合格レベルの商業簿

記の知識と計算力を身に付けることを目的とする。

　各分野についてテキストに沿って説明を行うとともに、例題やトレーニングの練習問題を利用して問題演

習と解説を実施する。また、補助プリントを配付して計算能力の向上を図る。

学習目標

（到達目標）

日商簿記検定２級および全経簿記２級の取得が可能となるような知識と計算力を身に付ける。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料

日商簿記2級合格テキスト（TAC）

日商簿記2級合格トレーニング（TAC）

日商簿記2級まるっと完全予想問題（TAC）

必修・選択 必修 単位数 8 時間数 120

商業簿記応用

担当教員 山口　昌一 －

対象学科 情報大学科 対象学年 1 開講時期 前・後期



② 長岡公務員・情報ビジネス専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

１ - 2

3

4 - 6

7 - 9

10 - 11

12 - 14

15 - 17

18

19 - 22

23 - 28

29

30 - 34

35 - 39

40

41 - 44

45 - 49

50 - 55

56 - 58

59 - 61

62

63 - 66

67

68 - 74

75 - 84

85 - 91

92 - 98

99 - 105

テキスト・教材・参考

図書・その他資料

ＴＡＣ出版　合格テキスト日商簿記２級工業簿記

ＴＡＣ出版　合格トレーニング日商簿記２級工業簿記

材料費Ⅱ／材料の消費、予定消費単価を用いる計算、月末材料の

管理
講義、演習

労務費Ⅰ／労務費の意義、勘定連絡図、労務費の分類、賃金の支

払い
講義、演習

105

授業概要、目的、

授業の進め方

製造業における簿記の基本的な考え方を学び、工業簿記の基礎となる原価計算の仕組みや処理方法について

学習する。

基本問題から段階的に問題演習に取り組み、学習した内容の理解と定着を図る。

学習目標

（到達目標）
日本商工会議所　簿記検定試験２級合格

必修・選択 必修 単位数 7 時間数

工業簿記基礎

担当教員 鈴木　隆志 無

対象学科 情報大学科 対象学年 1 開講時期 前期／後期

時間 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

工業簿記の基礎／工業簿記と原価計算、原価の意義、製造原価の

分類、個別原価計算と総合原価計算
講義、演習

工業簿記の勘定連絡 講義、演習

材料費Ⅰ／材料費の意義、勘定連絡図、材料費の分類、材料の購

入、材料副費の予定計算
講義、演習

確認テスト（勘定連絡～経費）

経費／経費の意義、勘定連絡図、経費の分類、経費の消費、仕訳

と勘定記入
講義、演習

労務費Ⅱ／賃金の消費、予定消費賃率を用いる計算 講義、演習

個別原価計算Ⅰ／個別原価計算、製造直接費の賦課、製造間接費

の実際配賦、原価計算表と仕掛品勘定、個別原価計算における仕

損

講義、演習

個別原価計算Ⅱ／製造間接費の予定配賦、製造間接費配賦差異の

分析、基準操業度、製造間接費予算
講義、演習

確認テスト（個別原価計算Ⅰ～個別原価計算Ⅱ）

部門別個別原価計算Ⅰ／部門別個別原価計算、原価部門、部門別

個別原価計算の手続き、勘定連絡図、各製造部門と補助部門への

集計、補助部門費の各製造部門への配賦

講義、演習

部門別個別原価計算Ⅱ／製造部門費の実際配賦、製造部門費の予

定配賦
講義、演習

確認テスト（部門別原価計算Ⅰ～部門別原価計算Ⅱ）

総合原価計算Ⅰ／総合原価計算、勘定連絡図、単純総合原価計算

の意義、総合原価計算の手続き、月末仕掛品原価の計算、原価計

算表と仕掛品勘定

講義、演習

総合原価計算Ⅱ／月初仕掛品がある場合の計算、直接材料の投入

方法、加工費の予定配賦
講義、演習

総合原価計算Ⅲ／仕損、正常仕損費の処理、月初仕掛品がある場

合の正常仕損費の処理、評価額がある場合の正常仕損費の処理、

総合原価計算における減損、副産物

講義、演習

総合原価計算Ⅳ／工程別総合原価計算の意義、工程別総合原価計

算の手続き、勘定連絡図、半製品
講義、演習

総合原価計算Ⅴ／組別総合原価計算、等級別総合原価計算 講義、演習

確認テスト（総合原価計算Ⅰ～総合原価計算Ⅴ）

財務諸表／勘定連絡図と財務諸表、工企業の財務諸表 講義、演習

確認テスト（財務諸表）

標準原価Ⅰ／標準原価計算の意義、標準原価計算の手続き、原価

標準の設定、標準原価の計算、勘定記入の方法
講義、演習

標準原価Ⅱ／原価差異の計算、直接材料費差異の分析、直接労務

費差異の分析、製造間接費差異の分析、標準原価計算の財務諸表
講義、演習

直接原価計算Ⅰ／全部原価計算と直接原価計算、勘定連絡図、固

定費調整
講義、演習

直接原価計算Ⅱ／短期利益計画、ＣＶＰ分析、原価の固変分解 講義、演習

本社工場会計／本社工場会計、工場会計を独立させた場合の記帳

方法
講義、演習

評価方法：確認テスト　70%、授業態度　30%

成績評価基準：A(80点以上)・B(60点以上)・C(40点以上)・D(40点以下)とす

る。

確認テストにあたっては十分に復習を行ってください。

出席率80%未満の場合は、追試の受験対象となりますので、全て

の授業に出席してください。

実務経験教員の経歴

評価方法・成績評価基準 履修上の注意


